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ゴ
ー
ジ
ャ
ス
お
宝
鑑
定
家

～
「
う
～
ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
！
」13

 

プ
ロ
ロ
ー
グ
：
剛
田
質
店
の
朝 

（
豪

華

な
店

内

。
剛

田

が
大

理

石

の
テ
ー
ブ
ル
に
腰

掛

け
、
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
を
片

手

に
微

笑

ん
で
い
る
。
） 

剛

田

：「

白

金

く
ん
、
今

日

も
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
風

が

吹

い
て
い
る…

感

じ
ま
せ
ん
か
？

」 

白

金

：「

（
隅

で
掃

除

を
し
な
が
ら
）
毎

日

吹

い
て
る

風

で
す
よ
ね
、
そ
れ
。
特

に
変

わ
り
な
い
と
思

い
ま
す

け
ど
。
」 

剛

田

：「

い
え
、
今

日

は
特

別

で
す
！

こ
の
胸

の
高

鳴

り
、
こ
れ
は
新

た
な
る
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
と
の
出

会

い
の

予

感

！

」 



 

2 

 

白

金

：「

（
ぼ
そ
っ
と
）…

こ
の
店

主

の
胸

の
高

鳴

り

に
振

り
回

さ
れ
る
一

日

が
始

ま
る…

。
」 

（
そ
の
時

、
ベ
ル
が
鳴

り
、
依

頼

人

が
登

場

す
る
。
） 

 

第
一
幕
：
依
頼
人
と
お
宝 

（
依

頼

人

が
布

で
包

ま
れ
た
品

を
抱

え
て
入

店

す

る
。
） 

依

頼

人

：「

剛

田

先

生

、
こ
ち
ら
の
品

物

を
鑑

定

し

て
い
た
だ
き
た
く
参

り
ま
し
た
。
」 

（
布

を
取

り
除

く
と
、
緑

色

に
輝

く
ア
マ
ゾ
ナ
イ
ト

製

の
籠

が
現

れ
る
。
） 

剛

田

：「

（
目

を
輝

か
せ
）
こ
れ
は…

！

ゴ
ー
ジ
ャ
ス

の
極

み
！

白

金

く
ん
、
見

な
さ
い
！

」 

白

金

：「

い
や
、
ど
う
見

て
も
普

通

の…

い
や
、
待

っ

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
、
本

当

に
ア
マ
ゾ
ナ
イ
ト
で
す

か
？

」 
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剛

田

：「

間

違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
輝

き
、
こ
の
触

感

。
そ
し
て…

こ
の
優

美

な
編

み
目

！

本

物

の
ア
マ

ゾ
ナ
イ
ト
を
こ
こ
ま
で
精

巧

に
籠

に
仕

立

て
る
技

術

、
た
だ
の
籠

で
は
あ
り
得

ま
せ
ん
！

」 

（
剛

田

、
籠

を
優

雅

に
持

ち
上

げ
、
ラ
イ
ト
に
か
ざ

す
。
） 

剛

田

：「

ア
マ
ゾ
ナ
イ
ト
は
“
希

望

の
石

”
。
そ
の
石

を

日

常

の
道

具

に
ま
で
昇

華

さ
せ
る
と
は
、
な
ん
と
大

胆

か
つ
高

貴

な
発

想

！

こ
れ
ぞ
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
真

髄

！

」 

白

金

：「

（
驚

い
て
）
本

当

に
本

物

な
ん
で
す
か
！

？

ど
れ
だ
け
の
価

値

が
あ
る
ん
で
す
か
、
こ
れ
？

」 

剛

田

：「

お
値

段

を
つ
け
る
の
は
簡

単

で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
完

成

度

、
素

材

、
歴

史

を
考

え

れ
ば
、5

0

万

ゴ
ー
ジ
ャ
ス…

い
や
、1

0
0

万

ゴ
ー
ジ
ャ

ス
は
下

り
ま
せ
ん
な
！

」 
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白

金

：「

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
っ
て
単

位

作

ら
な
い
で
く
だ
さ

い
！

せ
め
て
円

で
！

」 
剛

田

：「1
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
＝1

万

円

換

算

で
す
の
で
、

1
0

0

万

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
と
は

1
0

0
0

万

円

で
す
！

」 

白

金

：「1
0

0
0

万

円

！

？

籠

が
！

？

」 

第
二
幕
：
価
値
の
実
証
（
市
場

編
） 

剛

田

：「

白

金

く
ん
、
驚

い
て
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ

の
品

の
真

価

を
体

験

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」 

白

金

：「

何

を
す
る
つ
も
り
で
す
か…

？

」 

剛

田

：「

市

場

に
参

り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
ア
マ
ゾ
ナ
イ

ト
の
籠

が
ど
れ
ほ
ど
生

活

を
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
に
変

え
る

か
を
証

明

し
ま
す
！

」 

（
剛

田

と
白

金

が
籠

を
持

っ
て
市

場

に
や
っ
て

く
る
。
剛

田

は
堂

々
と
胸

を
張

り
、
籠

を
片
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手

に
優

雅

に
歩

く
。
白

金

は
心

配

そ
う
に
後

を
つ
い
て
く
る
。
） 

果

物

屋

で
の
や
り
取

り 

果

物

屋

の
店

主

：「

お
や
、
剛

田

先

生

じ
ゃ
な
い
で

す
か
！

今

日

は
何

を
お
探

し
で
？

」 

剛

田

：「

店

主

よ
、
こ
の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
籠

に
相

応

し

い
果

物

を
求

め
て
お
り
ま
す
。
特

に
、
美

と
甘

美

を

兼

ね
備

え
た
も
の
を
。
」 

果

物

屋

の
店

主

：「

そ
ん
な
特

別

な
基

準

で
果

物

選

ぶ
お
客

さ
ん
、
初

め
て
で
す
よ…

。
」 

（
剛

田

、
籠

を
テ
ー
ブ
ル
に
置

き
、
リ
ン
ゴ
を
一

つ
手

に
取

る
。
） 

剛

田

：「

こ
の
リ
ン
ゴ
、
色

艶

が
素

晴

ら
し
い
。
し
か

し…

ま
だ
だ
！

」 

白

金

：「

（
慌

て
て
）
ま
だ
っ
て
何

で
す
か
！

普

通

に

買

え
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
」 
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剛

田

：「

美

し
さ
だ
け
で
な
く
、
香

り
、
触

感

、
そ
し

て
内

な
る
甘

み
の
調

和

が
必

要

な
の
で
す
！

こ
れ
ぞ

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
心

得

！

」 

果

物

屋

の
店

主

：「

（
半

笑

い
で
）
え
っ
と…

じ
ゃ
あ
、

こ
の
リ
ン
ゴ
試

し
て
み
ま
す
？

」 

（
剛

田

、
店

主

の
手

渡

し
た
リ
ン
ゴ
を
籠

に
入

れ

る
。
す
る
と
、
籠

の
中

で
リ
ン
ゴ
が
宝

石

の
よ
う
に
輝

く
演

出

。
） 

剛

田

：「

ほ
ら
白

金

く
ん
、
見

な
さ
い
。
こ
の
籠

が
リ

ン
ゴ
を
芸

術

へ
と
昇

華

さ
せ
た
瞬

間

を
！

」 

白

金

：「

い
や
、
籠

が
勝

手

に
輝

か
せ
た
と
か
、
そ
ん

な
機

能

な
い
で
す
よ
ね
？

」 

（
周

囲

の
客

が
驚

き
の
声

を
上

げ
始

め
る
。
） 

市

場

の
客

1

：「

な
ん
だ
あ
の
籠

！

リ
ン
ゴ
が
め
っ
ち

ゃ
綺

麗

に
見

え
る
！

」 

市

場

の
客

2

：「

ち
ょ
っ
と
写

真

撮

ら
せ
て
！

」 
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剛

田

：「

写

真

は
結

構

で
す
。
た
だ
し
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス

の
余

韻

を
味

わ
う
な
ら
、
こ
ち
ら
で
購

入

を
。
」 

白

金

：「

い
や
、
店

主

！

リ
ン
ゴ
売

っ
て
る
の
は
果

物

屋

さ
ん
で
し
ょ
！

」 

（
果

物

屋

の
店

主

が
笑

い
な
が
ら
拍

手

す
る
。
） 

果

物

屋

の
店

主

：「

剛

田

先

生

、
今

日

は
特

別

サ

ー
ビ
ス
で
そ
の
リ
ン
ゴ
、
ど
う
ぞ
！

」 

剛

田

：「

感

謝

し
ま
す
。
こ
の
リ
ン
ゴ
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
に

扱

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」 

 

八

百

屋

で
の
や
り
取

り 

（
続

い
て
、
剛

田

は
野

菜

を
求

め
て
八

百

屋

へ
向

か

う
。
籠

を
片

手

に
微

笑

み
な
が
ら
。
） 

八

百

屋

の
店

主

：「

剛

田

さ
ん
、
今

日

は
何

を
お
探

し
で
す
か
？

」 
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剛

田

：「

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
た
る
も
の
、
常

に
自

然

の
美

を

愛

す
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
野

菜

の
美

し
さ
を
求

め

ま
す
！

」 

白

金

：「

（
ぼ
そ
っ
と
）
野

菜

に
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
っ
て…

な

ん
な
ん
だ
よ
。
」 

（
剛

田

、
ト
マ
ト
を
籠

に
入

れ
、
じ
っ
く
り
と
見

つ
め

る
。
） 

剛

田

：「

あ
あ
、
こ
れ
は
太

陽

の
恵

み
そ
の
も
の
。
こ

の
赤

、
こ
の
艶

！

自

然

の
ア
ー
ト
で
す
な
！

」 

（
ト
マ
ト
が
籠

の
中

で
光

り
輝

く
。
） 

市

場

の
客

1

：「

あ
の
籠

、
本

当

に
野

菜

が
輝

く
の

か
？

魔

法

み
た
い
だ
！

」 

市

場

の
客

2

：「

私

も
同

じ
ト
マ
ト
欲

し
い
！

」 

八

百

屋

の
店

主

：「

す
ご
い
宣

伝

効

果

で
す
ね
！

剛

田

さ
ん
、
こ
れ
で
売

り
上

げ
が
ぐ
ん
と
上

が
り
そ
う

で
す
。
」 
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白

金

：「

い
や
、
宣

伝

し
て
る
つ
も
り
じ
ゃ
な
い
ん
で
す

け
ど
！

」 

 

パ
ン
屋

で
の
や
り
取

り 

（
最

後

に
剛

田

が
パ
ン
屋

に
立

ち
寄

る
。
パ
ン
屋

の

香

ば
し
い
香

り
に
包

ま
れ
た
店

内

。
） 

パ
ン
屋

の
店

主

：「

剛

田

先

生

、
お
久

し
ぶ
り
で
す
。

今

日

は
何

を
お
探

し
で
す
か
？

」 

剛

田

：「

パ
ン
で
す
。
だ
が
、
た
だ
の
パ
ン
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
籠

が
輝

き
を
与

え
る
に
値

す
る
、
特

別

な
パ
ン
を
！

」 

（
店

主

が
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
を
籠

に
入

れ
る
と
、
ゴ
ー
ジ

ャ
ス
に
輝

く
。
客

た
ち
が
感

動

の
声

を
上

げ
る
。
） 

市

場

の
客

1

：「

あ
の
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
、
な
ん
で
あ
ん
な

に
美

味

し
そ
う
に
見

え
る
の
！

？

」 
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市

場

の
客

2

：「

私

も
あ
の
籠

欲

し
い
！

ど
こ
で
買

え
る
の
！

？

」 
剛

田

：「

残

念

な
が
ら
、
こ
の
籠

は
特

別

な
存

在

。

市

場

で
手

に
入

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
の
パ
ン
と
共

に
そ
の
一

端

を
味

わ
う
こ
と
は
可

能

で
す
。
」 

白

金

：「

（
ぼ
そ
っ
と
）
商

売

の
天

才

か
よ…

。
」 

 

（
剛

田

と
白

金

が
買

い
物

を
終

え
て
店

に
戻

る
。
） 

第
三
幕
：
質
店
に
戻
る 

（
店

に
戻

る
と
、
剛

田

は
籠

を
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
飾

る
。
） 

白

金

：「

こ
れ
、
絶

対

売

れ
る
ん
で
す
か
ね…

？

」 

剛

田

：「

売

れ
る
か
ど
う
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

籠

は
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
歴

史

そ
の
も
の
。
人

々
に
夢

と

希

望

を
与

え
る
存

在

な
の
で
す
！

」 
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依

頼

人

：「

（
笑

顔

で
）
さ
す
が
剛

田

先

生

。
で
は
、

買

取

価

格

を
お
聞

か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
？

」 
剛

田

：「

こ
の
籠

の
価

値

は…
1
0
0
0

万

円

と
判

断

い
た
し
ま
す
！

」 

白

金

：「

（
震

え
な
が
ら
）1

0
0

0

万…

大

丈

夫

で
す

か
、
そ
れ…

？

」 

依

頼

人

：「

（
驚

き
つ
つ
）
本

当

に
そ
こ
ま
で
！

？

あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

」 

剛

田

：「

（
誇

ら
し
げ
に
）
こ
れ
で
ま
た
一

つ
、
ゴ
ー
ジ

ャ
ス
の
伝

説

が
我

が
店

に
加

わ
り
ま
し
た
！

」 

白

金

：「

（
ぼ
そ
っ
と
）
伝

説

と
い
う
よ
り
、
い
つ
か
詐

欺

だ
っ
て
言

わ
れ
そ
う…

。
」 

エ
ピ
ロ
ー
グ
：
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
味 

（
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
飾

ら
れ
た
ア
マ
ゾ
ナ
イ
ト
製

の
籠

が
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
で
輝

い
て
い
る
。
剛

田

が
紅

茶

を
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片

手

に
優

雅

に
座

り
、
白

金

は
隅

で
掃

除

を
し
て
い

る
。
） 

剛

田

：「

白

金

く
ん
、
今

日

も
素

晴

ら
し
い
一

日

で

し
た
な
。
こ
の
籠

を
通

し
て
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
真

髄

を
多

く
の
人

々
に
届

け
ら
れ
る
の
で
す
。
」 

白

金

：「

い
や
、
届

け
る
も
何

も
、
ま
だ
籠

自

体

は
飾

っ
て
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
」 

（
剛

田

が
飾

り
棚

に
目

を
向

け
る
と
、
そ
こ
に
は
市

場

で
買

っ
た
リ
ン
ゴ
が
ひ
と
つ
入

っ
て
い
る
。
） 

剛

田

：「

そ
う
だ
、
こ
の
リ
ン
ゴ…

せ
っ
か
く
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
な
籠

に
入

れ
た
の
で
す
か
ら
、
味

を
確

か
め
て
み
ま

し
ょ
う
。
」 

白

金

：「

（
慌

て
て
）
い
や
い
や
、
鑑

定

用

の
展

示

物

な
ん
だ
か
ら
勝

手

に
食

べ
た
ら
ダ
メ
で
し
ょ
！

」 

剛

田

：「

白

金

く
ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
は
五

感

す
べ
て
で

味

わ
う
も
の
で
す
。
」 
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（
剛

田

、
リ
ン
ゴ
を
優

雅

に
手

に
取

り
、
一

口

か
じ

る
。
突

然

、
感

動

の
表

情

に
変

わ
る
。
） 

剛

田

：「

こ
れ
は…

！

」 

白

金

：「

ど
う
し
た
ん
で
す
か
？

何

か
変

な
味

で
も

…

？

」 

剛

田

：「

い
や
、
違

う
！

こ
の
リ
ン
ゴ
、
ま
る
で
宝

石

の
よ
う
な
甘

さ
と
香

り…

！

こ
れ
は
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の

味

だ
！

」 

白

金

：「

（
半

信

半

疑

で
）
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
味

っ
て…

そ
ん
な
の
あ
る
わ
け…

。
」 

（
白

金

も
恐

る
恐

る
リ
ン
ゴ
を
か
じ
る
。
） 

白

金

：「

（
目

を
見

開

き
）…

な
に
こ
れ
！

？

す
ご
く

美

味

し
い
！

こ
れ
、
本

当

に
市

場

で
買

っ
た
普

通

の

リ
ン
ゴ
で
す
よ
ね
？

」 

剛

田

：「

そ
う
で
す
。
だ
が
、
た
だ
の
リ
ン
ゴ
を
た
だ
の

リ
ン
ゴ
の
ま
ま
に
し
な
い
の
が
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
力

！

」 
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（
白

金

が
驚

き
の
表

情

で
リ
ン
ゴ
を
食

べ
続

け
る

中

、
剛

田

が
誇

ら
し
げ
に
ポ
ー
ズ
を
決

め
る
。
） 

剛

田

：「

覚

え
て
お
き
な
さ
い
、
白

金

く
ん
。
こ
の
籠

が
リ
ン
ゴ
に
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
魂

を
吹

き
込

ん
だ
の
で

す
！

」 

白

金

：「

（
呆

れ
な
が
ら
も
笑

顔

で
）…

も
う
、
店

主

に
は
勝

て
ま
せ
ん
ね
。
」 

（
剛

田

と
白

金

が
リ
ン
ゴ
を
分

け
合

い
な
が
ら
微

笑

み
合

う
。
） 

 

最
後
の
締
め 

（
剛

田

が
優

雅

に
立

ち
上

が
り
、
カ
メ
ラ
に
向

か
っ
て

一

言

。
） 

剛

田

：「

皆

さ
ま
、
日

常

の
中

に
も
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
は
潜

ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
を
見

つ
け
、
味

わ
う
心

こ
そ
が…
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『

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
た
る
も
の
優

雅

た
れ
』
の
真

髄

な
の
で

す
！

」 
（
ラ
イ
ト
が
籠

と
リ
ン
ゴ
を
輝

か
せ
る
中

、
幕

が
閉

じ

る
。
） 

 

尺

割
案

：『
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
お
宝

鑑
定
家
～

「

う
～

ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！

」1
3

』 

プ
ロ
ロ
ー
グ
：
剛

田

質

店

の
朝

（5

分

） 

•
 

剛

田

が
優

雅

に
朝

を
過

ご
す
様

子

。 

•
 

白

金

の
ツ
ッ
コ
ミ
と
剛

田

の
「

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
」
な

哲

学

の
紹

介

。 

•
 

依

頼

人

の
登

場

で
シ
ー
ン
終

了

。 

第

一

幕

：
依

頼

人

と
お
宝

（2
0

分

） 

•
 

依

頼

人

が
ア
マ
ゾ
ナ
イ
ト
製

の
籠

を
持

参

。 

•
 

剛

田

が
籠

を
鑑

定

し
、
そ
の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
さ
を

熱

弁

。 
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o
 

石

言

葉

の
解

説

（
希

望

、
癒

し
、
優

雅

さ
） 

o
 

「

な
ぜ
こ
の
籠

が
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
の
か
」

の
徹

底

分

析

。 

•
 

白

金

が
驚

き
な
が
ら
も
、
剛

田

の
独

特

な
テ

ン
シ
ョ
ン
に
振

り
回

さ
れ
る
。 

第

二

幕

：
価

値

の
実

証

（
市

場

編

）
（3

0

分

） 

•
 

剛

田

と
白

金

が
籠

を
実

際

に
使

う
こ
と
で
、

そ
の
価

値

を
実

証

す
る
場

面

。 

•
 

市

場

で
の
や
り
取

り 

o
 

剛

田

が
果

物

屋

、
野

菜

屋

、
パ
ン
屋

を
回

り
、「

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
買

い
物

術

」

を
披

露

。 

o
 

周

囲

の
人

々
が
驚

き
、
笑

い
を
誘

う
。 

o
 

白

金

が
「

普

通

の
籠

で
は
？

」
と
冷

静

に
ツ
ッ
コ
ミ
な
が
ら
も
、
徐

々
に
剛

田

に

巻

き
込

ま
れ
る
。 

•
 

籠

の
価

値

を
認

め
る
シ
ー
ン 
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o
 

剛

田

が
籠

に
入

っ
た
品

々
を
披

露

し
、

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
さ
を
説

明

。 

o
 

市

場

の
人

々
が
「

美

術

館

に
飾

る
べ

き
」
と
盛

り
上

が
る
コ
メ
デ
ィ
展

開

。 

第

三

幕

：
質

店

に
戻

る
（1

5

分

） 

•
 

剛

田

が
籠

を
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
飾

り
、
依

頼

人

と
価

格

交

渉

。 

•
 

1
0

0
0

万

円

の
価

格

設

定

に
、
白

金

が
驚

愕

し
つ
つ
も
折

れ
る
展

開

。 

•
 

依

頼

人

が
満

足

し
て
帰

り
、
剛

田

と
白

金

が

振

り
返

る
シ
ー
ン
。 

エ
ピ
ロ
ー
グ
：
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
味

（1
0

分

） 

•
 

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
飾

ら
れ
た
籠

と
リ
ン
ゴ
の
演

出

。 

•
 

剛

田

が
リ
ン
ゴ
を
食

べ
て
「

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な

味

！

」
と
感

動

。 

•
 

白

金

も
そ
れ
を
体

験

し
、
笑

い
と
感

動

の
中

で
二

人

の
絆

を
描

写

。 


